
■発生日時：2021年10月27日（水） 15時20分頃

■発生場所：名神高速道路 湖東三山SIC取付道付近 一般国道３０７号線

■ 件 名 ：2021年度 名神高速道路 管内維持修繕業務(雪氷対策作業)

■ 内 容 ：塩カル小袋を配布する為、現場に向かったが間違った場所であったため、

作業責任者が正規の場所を電話で伝えた。そのとき既にダンプは塩カル小袋

を配布する為、シートとあおり上部を下ろしており、正規の場所に向かう際に

シート・あおりを直し忘れたまま走行し、カーブ部の遠心力により塩カル小袋(25kg)

３袋を落下させた。落下した際、塩カル小袋は破け、塩が飛散した。

■事故後の対応：落下させたダンプ運転手・助手がすぐに回収作業を行い、作業責任者が

直ちに落下場所に向かい回収作業に参加した後、最終確認を行った。

■被災状況：人的被害なし

一般道が飛散した塩の上を3台通過
1

雪氷対策作業 塩カル小袋落下事故 No.1/3



2

名神高速道路 湖東三山SIC取付道付近 国道307号線（湖東三山SIC ）

雪氷対策作業 塩カル小袋落下事故 No.2/3



■再現状況
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雪氷対策作業 塩カル小袋落下事故 No.3/3

落下した小袋

通常運搬時の状況：あおりをたてて、シートをゴムで固定 荷卸し時にシートのゴムをはずしあおりを下げる

落下時の状況：あおりが寝たままで、落下した側のシートが固定されておらず半掛け状態 あおり上の３袋が落下
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